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◆改正後の下水道使用料一覧表

種別
改　　正　　後

汚水排水量区分
（１月につき）

小高区
使用料

鹿島区
使用料

原町区
使用料

一般汚水

基本使用料 5㎥まで 1,200 円 1,200 円 1,050 円

従量使用料
（１㎥につき）

6 ～ 10㎥ 20 円 105 円 91 円

11 ～ 20㎥ 140 円 110 円 97 円

21 ～ 50㎥ 150 円 115 円 120 円

51 ～ 100㎥ 180 円 127 円 140 円

101 ～ 200㎥ 208 円 128 円 165 円

201 ～ 500㎥ 209 円 129 円 200 円

501 ～ 1,000㎥ 210 円 131 円 220 円

1,001 ～ 1,500㎥ 211 円 155 円 245 円

1,501㎥以上 213 円 165 円 260 円

公衆浴場
汚水

基本利用料 5㎥まで 1,200 円 1,200 円 1,050 円

従量使用料
（１㎥につき） 6㎥以上 95 円 95 円 85 円

人
事
案
件

議
案
第
56
号　

平
成
21
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
年
度
の
４
月
当
初
か
ら
、
失

業
者
等
の
雇
用
及
び
雇
用
の
場
の

受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
既
存
企
業

へ
の
支
援
な
ど
緊
急
経
済
・
雇
用

対
策
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
、
３
月
定
例
議
会
に
追
加
提
案

す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

① 

事
業
数

　

25
事
業　

雇
用
効
果　

109
人

②
事
業
費 

２
億
359
万
円

③
財
源
内
訳

◆緊急経済・雇用対策事業一覧表
事　業　内　訳 事　業　費 事業数 雇用効果

県補助金事業

ふるさと雇用再生
特別基金事業 51,737 千円 7事業 15人

緊急雇用創出事業 28,883 千円 13事業 34人
小　　計 80,620 千円 20事業 49人

市単独事業 9,970千円 2事業 10人
市単独事業（間接雇用等経済対策） 113,000 千円 3事業 50人

合　　　　　　計 203,590 千円 25事業 109人

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
の
一

部
を
積
み
立
て
、
定
住
自
立
圏
構

想
の
推
進
に
関
す
る
事
業
に
要
す

る
資
金
に
充
て
る
基
金
を
造
成
す

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

⑴ 

目
的　

定
住
自
立
圏
構
想
の
推

進
に
関
す
る
事
業
に
要
す
る
財

源
に
充
て
る
た
め
。

⑵ 

基
金　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
の
一
部
を
基
金
と
し
て
積

み
立
て
る
。

⑶ 

処
分　

定
住
自
立
圏
構
想
の
推

進
に
関
す
る
事
業
に
必
要
な
経

費
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限

り
、
こ
れ
を
処
分
す
る
。

⑷
施
行
日　

公
布
の
日

⑸ 

条
例
の
失
効　

平
成
24
年
３
月

31
日
限
り
で
失
効

※ 

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
基
金
に

つ
い
て

　

総
務
省
よ
り
、
平
成
20
年
度
第

2
次
補
正
予
算
で
生
活
対
策
の

た
め
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ

る
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
先
行
実

施
団
体
に
は
定
住
自
立
圏
構
想
推

進
の
た
め
の
割
増
措
置
を
講
ず
る

こ
と
及
び
割
増
相
当
分
に
つ
い
て

は
、
周
辺
市
町
村
に
居
住
す
る
住

民
の
生
活
機
能
を
確
保
し
、
地
域

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め

議
案
第
57
号　

教
育
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

大
石　

力
彌
氏
（
原
町
区
）

議
案
第
58
号
〜
第
60
号　

人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

大
友　

祥
子
氏
（
小
高
区
）

第
一
回
臨
時
会

　

平
成
21
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

２
月
13
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
臨
時
会
で
は
、
議
案
５
件
、

報
告
１
件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
１
号　

南
相
馬
市
定
住
自

立
圏
構
想
推
進
基
金
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
域
活
性

の
施
策
に
活
用
す
る
も
の
と
し
、

全
額
を
基
金
の
積
立
金
と
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
取
り
崩
し
は
、

平
成
23
年
度
ま
で
行
え
ば
よ
い
こ

と
と
す
る
、
と
の
取
り
扱
い
が
示

さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
該

割
増
相
当
分
に
つ
い
て
新
た
に
南

相
馬
市
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
基

金
を
設
け
、
必
要
な
事
業
の
財
源

と
し
て
活
用
す
る
も
の
。

・
基
金
へ
の
積
立
額

　
　
　
　
　
　

８
千
141
万
４
千
円

議
案
第
５
号　

工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
第
１
回
南
相
馬
市
議

会
定
例
会
で
議
決
を
経
た
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
、
契
約
内
容
の

一
部
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

⑴ 

契
約
の
目
的

　

小
高
区
役
所
建
築
主
体
工
事

⑵
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
中
里
工
務
店

⑶ 

変
更
に
よ
り
新
た
に
増
額
す
る

金
額　

235
万
８
千
300
円

⑷ 

変
更
契
約
の
事
由

　

 

南
相
馬
市
工
事
請
負
契
約
約
款

第
25
条
第
5
項
（
単
品
ス
ラ
イ

ド
条
項
）
に
よ
る

　

県
補
助
金 

８
千
62
万
円

　

一
般
財
源 

２
千
297
万
円

　

特
定
財
源 

１
億
円

　

志
賀
ケ
イ
子
氏
（
小
高
区
）

　

高
橋　
　

茂
氏
（
小
高
区
）
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常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

各
委
員
会
に
お
け
る
、
主
な

質
疑
・
討
論
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

南
相
馬
市
議
会
の

議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定

の
時
期
及
び
内
容
に
つ
い
て

答　

弁　

９
月
議
会
に
間
に
合
う

よ
う
に
進
め
た
い
。
協
議
は
こ
れ

か
ら
で
、
具
体
的
に
な
れ
ば
、
そ

の
時
点
で
お
示
し
し
た
い
。

質　

疑　

相
馬
市
と
打
合
せ
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答　

弁　

現
時
点
で
は
飯
舘
村
と

の
協
議
で
進
め
て
い
き
た
い
。

討　
論　
定
住
自
立
圏
構
想
は
、
構

想
の
策
定
と
同
時
に
、
財
源
確
保

に
も
努
め
ら
れ
た
い
と
の
意
見
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
49
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
太
田
財
産
区
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

質　

疑　

財
産
区
は
こ
の
状
態
を

い
つ
ま
で
続
け
て
い
く
の
か
。

答　

弁　

合
併
の
際
に
も
管
理
会

の
全
会
一
致
で
こ
の
ま
ま
新
市
に

引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
で
、
今
の

状
態
に
至
っ
て
い
る
。
管
理
会
と

は
引
き
続
き
協
議
し
て
い
き
た
い
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
52
号　

平
成
21
年
度
南
相
馬

市
病
院
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

ど
ち
ら
の
病
院
も
マ
イ

ナ
ス
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
対

策
に
つ
い
て
は
。

答　

弁　

医
師
数
の
配
置
状
況
を

勘
案
し
、
適
正
な
業
務
量
を
設
定
、

診
療
単
価
を
上
げ
る
よ
う
な
工
夫

を
し
な
が
ら
、
収
支
均
衡
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

質　

疑　

相
双
地
域
の
中
核
医
療

と
し
て
、
医
療
機
器
の
整
備
は
ど

の
よ
う
な
水
準
を
目
指
す
の
か
。

答　

弁　

こ
の
地
域
に
不
足
し
て

い
る
脳
卒
中
対
策
、
心
疾
患
対
策
、

さ
ら
に
が
ん
対
策
に
取
り
組
め
る

医
師
の
確
保
と
医
療
機
器
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

討　
論　
公
立
病
院
の
役
割
は
、
医

師
の
確
保
、
医
療
機
器
の
配
置
、
救

◦  
総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

◦◦

急
医
療
の
対
応
な
ど
、
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
高
齢
化
時
代
に
入
り
、

さ
ら
に
新
た
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
も

必
要
と
考
え
る
。

　

又
、
病
院
維
持
の
た
め
に
、
経

営
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
民
間
医
と
の
連

携
を
は
じ
め
、
か
か
り
つ
け
医
の

よ
り
一
層
の
推
進
に
よ
っ
て
、
公

立
病
院
の
持
つ
役
割
が
十
分
発
揮

さ
れ
る
よ
う
意
見
を
付
し
て
賛
成

す
る
と
の
意
見
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
39
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

総
括
質
疑　

公
債
費
は
返
済
額
よ

り
も
借
入
額
の
ほ
う
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
。

答　

弁　

要
因
と
し
て
は
、
常
磐

自
動
車
道
の
ア
ク
セ
ス
道
路
建
設

や
小
中
学
校
の
耐
震
化
等
早
急
に

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、
合

併
当
初
で
あ
り
、
社
会
資
本
整
備

を
な
ら
し
た
形
に
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
で
起
債
を
し
て
き
た
。
公

債
費
比
率
が
18
％
未
満
、
で
き
れ

ば
17
％
前
後
で
抑
え
る
よ
う
に
し

た
い
。

歳
入

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

質　

疑　

今
回
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　

弁　

地
価
の
下
落
、
既
存
家

屋
の
経
年
減
価
、
東
北
電
力
の
大

規
模
償
却
資
産
に
か
か
る
減
額
が

大
き
な
要
因
で
あ
る
。

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

質　

疑　

廃
止
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答　

弁　

５
年
後
新
た
な
都
市
計

画
事
業
が
出
て
き
た
時
点
で
課
税

す
る
か
、
原
町
区
の
課
税
を
や
め

る
２
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
ど
ち

ら
に
す
る
か
は
、
21
年
度
中
に
方

向
付
け
を
し
た
い
。

基
金
繰
入
に
つ
い
て

質　

疑　

早
急
に
確
保
し
た
い
基

金
は
ど
れ
か
。

答　

弁　

市
有
建
物
等
維
持
補
修

基
金
と　

子
育
て
応
援
基
金
な
ど

が
目
玉
の
基
金
と
な
る
。

質　

疑　

自
治
振
興
基
金
の
積
み

立
て
予
定
額
は
。

答　

弁　

基
本
的
に
目
標
額
は
な

い
。
合
併
当
初
に
積
み
立
て
を
し

た
基
金
を
活
用
し
て
、
各
区
で
独

自
の
施
策
事
業
を
展
開
し
て
も
ら

い
た
い
。

歳
出

財
産
管
理
費
に
つ
い
て

質　

疑　

職
員
が
財
産
価
格
審
議

会
委
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
見
直

す
考
え
は
。

答　

弁　

運
営
上
の
公
平
性
、
公

正
性
の
担
保
に
問
題
が
あ
れ
ば
そ

の
時
点
で
検
討
す
る
。

車
両
管
理
費
に
つ
い
て

質　

疑　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
規

制
に
配
慮
し
て
購
入
す
る
の
か
。

答　

弁　

公
用
車
の
更
新
は
、
燃

費
に
優
れ
た
も
の
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
の
少
な
い
も
の
を
購
入

す
る
予
定
で
あ
る
。

討　

論　

現
在
100
年
に
一
度
の
未

會
有
の
経
済
情
勢
に
あ
る
中
で
、
税

収
は
大
変
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

国
か
ら
の
交
付
金
な
ど
が
増
え
て

い
く
こ
と
も
想
定
で
き
な
い
。
事
業

執
行
で
は
、
市
民
が
必
要
と
す
る

施
策
に
打
っ
て
出
て
も
ら
い
た
い
。

財
政
の
中
で
、
長
期
的
な
視
点
で

執
行
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
賛
成
と

の
意
見
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
56
号　

平
成
21
年
度
南
相
馬

市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

市
役
所
の
職
員
の
超
過

勤
務
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
充
て
る
と
の

こ
と
だ
が
、
職
員
の
業
務
内
容
は

そ
の
程
度
の
も
の
か
。

答　

弁　

日
中
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
超
過
勤
務

に
回
さ
ざ
る
を
得
な
い
業
務
を
臨

時
雇
用
で
対
応
す
る
。

質　

疑　

個
人
情
報
や
、
デ
ー
タ

管
理
は
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
か
。

答　

弁　

十
分
に
心
し
て
業
務
に

臨
む
よ
う
、
面
接
や
採
用
の
段
階

で
徹
底
を
図
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。




